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HTML で作られた Web サイトが普及し、ブラウザさえあればユーザはどこからでもさま
ざまな情報やコンテンツにアクセスできるようになった。21 世紀初めには Web 2.0 が登場
し、その中に Wiki、Blog といったパブリケーションツールが開発されて、コンテンツがさ







報共有を提供する SNS(Social Network Service)や、利用者の情報アクセスの個人化に対応し






































本研究では、提案の UPS を用いた情報推薦、知識共有、共同作業、そして S-UPS を用い
たストリーム傾向分析、協調学習におけるグループの形成、暗黙知の形式知への変換など
知識作業支援するシナリオを提示し、有効性について検証し、UPS と S-UPS の実装課題を
検討した。また、クラウドコンピュテリング環境における UPS と S-UPS の基本設計、詳細
設計を行い、システムを試作した。本研究で提案している UPS と S-UPS が知識作業を支援
する個人化情報ポータルとして情報アクセスの一括管理を可能にし、情報の推薦・共用活
用を促進するものと期待できる。 
今後の課題として、長期間の実証実験を通じて、本研究で提案している UPS と S-UPS フ
レームワークの有効性をさらに検証し、実用に耐えるシステムとして構築する。さらに、
各機能モジュールを実現するアルゴリズムを改善し、提案システムのコア機能をミドルウ
ェアとして開発し、オープンソースソフトウェアとして広く社会に提供していく。 
